
各 位                       令和 ７年１０月１日 

今一度学ぶ “液状化”について 

既存杭撤去穴処理 “安定処理工法”について 

講習会のご案内 
主催 (一社)静岡県建築士事務所協会東部支部 

                    技術委員会 

後援 静岡県建築士事務所協会東部支部協力会 

 

少しずつ秋の気配が感じられる季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

さっそくですが、下記の講習会を企画しましたのでご案内します。ご多忙中のことと存じますが、ご参加 

下さいますようお願い申し上げます。 

 

日 時 ： 令和７年１１月２５日 (火曜日)  PM1:30 ～ PM4:20 

場 所 ： 沼津プラサヴェルデ  ４階 ４０１会議室  静岡県沼津市大手町１丁目１番４号 

内  容 ：  

※日頃、建物の基礎を設計する際、液状化についてどのように考え、またどのように判断されていますか。 

液状化層が明確でない地盤、ＦＬ値・ＰＬ値等、判断に悩むケースも多いのではないでしょうか。そこで、 

液状化判定結果の見方や設計に考慮する際の注意点等、質疑応答を交えた形でご講演いただきます。 

また、合わせて既存杭撤去後の穴処理工法“安定処理工法（別紙）”についてご説明いただきます。 

 

※本講習は事前に参加者から質疑を募り講習会での回答をお願いしていますので、液状化や既存杭処理に 

ついてお聞きになりたい事がありましたら、申込時に質問事項を記入して下さい。 

 

※現在、回答をお願いしている質問は下記です。 

・ＦＬ値、ＰＬ値、の算出値はどのように見たらよいですか？ 

・ＦＬ値、ＰＬ値、それぞれの算出式はどうなっていますか？また、どういう考え方の式ですか？ 

・ＦＬ値判定は深さや層厚で×がありますが、現実的に出た結果をどの様に見たらよいですか？ 

・ＰＬ値判定は、極めて高い、高い、低いとありますが、現実的にどの様に見たらよいですか？ 

・１５０ｇａｌ、２００ｇａｌ、３５０ｇａｌ、現実的にどの値で考えるべきですか？ 

・液状化対策は杭しかないのでしょうか？その他の工法はありますか？ 

・液状化危険区域にある既存建物(直接基礎)について、液状化対策の手段はありますか？ 

・液状化についての新しい知見や情報等はありますか？ 

 

PM1:10 ～ PM1:30   受 付 

PM1:30 ～ PM3:00  今一度学ぶ、液状化について    講師：（株）テノックス 施工技術本部設計部 

部長  石川雅博 様 

( 休 憩：10分 ) 

PM3:10 ～ PM4:10   杭撤去穴埋め安定処理工法について 講師：（株）テノックス パイル事業本部開発営業部 

副部長 菅田利郎 様 

PM4:10 ～ PM4:20   講習会総括                協力会 技術委員会委員長 

大三島物産株式会社 木村哲章 様 

 

参  加  費 :  [会 員：無 料]   [非会員：￥500-/人]  当日、受付でお支払い下さい。 

お釣りの無いようにご準備をお願いします。 

定  員 :  40名（申し込みは先着順とさせて頂きます。） 

申 込 方 法 : 11月 4日(火曜日)迄に下記 URL又は QRコード よりお申込みください。 

        講習内容で当日お聞きになりたい事がある方は、申込時に質問の記入をお願いします。 

 Ｕ Ｒ Ｌ： https://forms.gle/S2xhEq8YfyWtrxaLA   

                                       

                                          

問い合わせ先 :  (一社) 静岡県建築士事務所協会東部支部  TEL: 055-955-4671 

本講習会はＣＰＤ制度の申請中です。 

https://forms.gle/S2xhEq8YfyWtrxaLA

